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厚
生
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働
省
令
第
八
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に
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る
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政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
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簡
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政
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続
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通
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す
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す
る
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律
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令
和
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年
法
律

第
十
六
号
）
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及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
十
条
及
び
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
六
十
八

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
及
び
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
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第
一
条 

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
年
労
働
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す 

る
。 



（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改   正   後 改   正   前 

（ 障 害 補 償 給 付 の 請 求 ） （ 障 害 補 償 給 付 の 請 求 ） 
第 十 四 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 請 求 書

に は 、 前 項 の 診 断 書 そ の 他 の 資 料 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障

害 厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 利 用 特 定 個 人 情 報 （

番 号 利 用 法 第 十 九 条 第 八 号 に 規 定 す る 利 用 特 定 個 人 情 報 を い う 。

以 下 同 じ 。 ） の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な

い 。 

 

第 十 四 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 第 六 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 請 求 書

に は 、 前 項 の 診 断 書 そ の 他 の 資 料 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障

害 厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一

項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 特 定 個 人 情 報 （ 番 号

利 用 法 第 二 条 第 八 項 に 規 定 す る 特 定 個 人 情 報 を い う 。 以 下 同 じ 。

） の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

（ 遺 族 補 償 年 金 の 請 求 ）  （ 遺 族 補 償 年 金 の 請 求 ） 

第 十 五 条 の 二 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

３ 第 一 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 利 用 特 定 個 人 情 報

の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 一 ～ 八 （ 略 ） 

第 十 五 条 の 二 （ 略 ） 

２ （ 略 ） 

３ 第 一 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第

一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 特 定 個 人 情 報 の 提

供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 一 ～ 八 （ 略 ） 

 

（ 傷 病 補 償 年 金 の 支 給 の 決 定 等 ） 

第 十 八 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 届 書 に

は 、 前 項 の 診 断 書 そ の 他 の 資 料 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障 害

厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項

 （ 傷 病 補 償 年 金 の 支 給 の 決 定 等 ） 
第 十 八 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 二 項 第 四 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 届 書 に

は 、 前 項 の 診 断 書 そ の 他 の 資 料 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障 害

厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ ば

な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項



の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 利 用 特 定 個 人 情 報 の 提

供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を

受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

（ 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 の 定 期 報 告 ） 
第 二 十 一 条 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 は 、 毎 年 、 厚 生 労 働 大 臣

が 指 定 す る 日 （ 次 項 に お い て 「 指 定 日 」 と い う 。 ） ま で に 、 次 に

掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 報 告 書 を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が あ ら か じ め

そ の 必 要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き 又 は 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基

本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 と 同 一 の 内 容 を 含

む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き 若 し く

は 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 と 同 一 の

内 容 を 含 む 利 用 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は

、 こ の 限 り で な い 。 

 一 ～ 六 （ 略 ） 

 （ 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 の 定 期 報 告 ） 

第 二 十 一 条 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 は 、 毎 年 、 厚 生 労 働 大 臣

が 指 定 す る 日 （ 次 項 に お い て 「 指 定 日 」 と い う 。 ） ま で に 、 次 に

掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 報 告 書 を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が あ ら か じ め

そ の 必 要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き 又 は 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基

本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 と 同 一 の 内 容 を 含

む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き 若 し く

は 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 と 同 一 の

内 容 を 含 む 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ

の 限 り で な い 。 

 一 ～ 六 （ 略 ） 

２ 前 項 の 報 告 書 に は 、 指 定 日 前 一 月 以 内 に 作 成 さ れ た 次 に 掲 げ る

書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が

あ ら か じ め そ の 必 要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き は 、 こ の 限 り で

な い 。 

一 障 害 補 償 年 金 、 複 数 事 業 労 働 者 障 害 年 金 又 は 障 害 年 金 の 受 給

権 者 に あ つ て は 、 そ の 住 民 票 の 写 し 又 は 戸 籍 の 抄 本 （ 厚 生 労 働

大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 受 給 権 者

に 係 る 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き

又 は 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 受 給 権 者 に

係 る 利 用 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ

の 限 り で な い 。 ） 

 二 （ 略 ） 

３ 第 一 項 第 三 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 報 告 書

に は 、 前 項 の 書 類 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障 害 厚 生 年 金 等 又

は 厚 生 年 金 保 険 の 遺 族 厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き

る 書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利

２ 前 項 の 報 告 書 に は 、 指 定 日 前 一 月 以 内 に 作 成 さ れ た 次 に 掲 げ る

書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が

あ ら か じ め そ の 必 要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き は 、 こ の 限 り で

な い 。 

一 障 害 補 償 年 金 、 複 数 事 業 労 働 者 障 害 年 金 又 は 障 害 年 金 の 受 給

権 者 に あ つ て は 、 そ の 住 民 票 の 写 し 又 は 戸 籍 の 抄 本 （ 厚 生 労 働

大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 受 給 権 者

に 係 る 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き

又 は 番 号 利 用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 受 給 権 者 に

係 る 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限

り で な い 。 ） 
二 （ 略 ） 

３ 第 一 項 第 三 号 に 規 定 す る 場 合 に 該 当 す る と き は 、 同 項 の 報 告 書

に は 、 前 項 の 書 類 の ほ か 、 当 該 厚 生 年 金 保 険 の 障 害 厚 生 年 金 等 又

は 厚 生 年 金 保 険 の 遺 族 厚 生 年 金 等 の 支 給 額 を 証 明 す る こ と が で き

る 書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利



用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む

利 用 特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。 

 

用 法 第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む

特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な

い 。 

（ 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 の 届 出 ）  （ 年 金 た る 保 険 給 付 の 受 給 権 者 の 届 出 ） 

第 二 十 一 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 又 は 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に は 、 当 該 文 書 に 、 そ の 事 実

を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 第 一 項 の 届 出 に つ い て 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法

第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 利 用

特 定 個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き 又 は 第 一 項 の 届 出

（ 同 項 第 一 号 に 規 定 す る 受 給 権 者 の 住 所 に 変 更 が あ つ た 場 合 又 は

同 項 第 六 号 に 掲 げ る 場 合 に 限 る 。 ） 若 し く は 前 項 の 届 出 に つ い て

、 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該

書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ

と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

５ （ 略 ） 

第 二 十 一 条 の 二 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 又 は 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に は 、 当 該 文 書 に 、 そ の 事 実

を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 第 一 項 の 届 出 に つ い て 、 厚 生 労 働 大 臣 が 番 号 利 用 法

第 二 十 二 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 特 定

個 人 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き 又 は 第 一 項 の 届 出 （ 同

項 第 一 号 に 規 定 す る 受 給 権 者 の 住 所 に 変 更 が あ つ た 場 合 又 は 同 項

第 六 号 に 掲 げ る 場 合 に 限 る 。 ） 若 し く は 前 項 の 届 出 に つ い て 、 厚

生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類

と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が

で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

５ （ 略 ） 
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。



 

（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ） 

改   正   後 改   正   前 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 請 求 ） 
第 六 条 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る 者 （ 次 条 第 一 項 の 規

定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 請 求 書

を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 請 求 人 及 び 請 求 人 以 外 の 特 別 遺 族 年 金 を 受 け る こ と が で き る

遺 族 の 氏 名 、 生 年 月 日 、 住 所 、 死 亡 労 働 者 等 と の 関 係 及 び 第 三

条 に 規 定 す る 障 害 の 状 態 の 有 無 並 び に 当 該 請 求 人 の 行 政 手 続 に

お け る 特 定 の 個 人 を 識 別 す る た め の 番 号 の 利 用 等 に 関 す る 法 律

第 二 条 第 五 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 （ 以 下 「 個 人 番 号 」 と い う 。

） 

三 ～ 六 （ 略 ） 

七 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け る こ と と な る 場 合 に お い て 、 次 の

イ 及 び ロ に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 イ 及 び ロ に 定 め る 事 項 

 

 

 

イ 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 預 貯 金

口 座 と し て 、 公 的 給 付 の 支 給 等 の 迅 速 か つ 確 実 な 実 施 の た め

の 預 貯 金 口 座 の 登 録 等 に 関 す る 法 律 （ 令 和 三 年 法 律 第 三 十 八

号 。 以 下 「 口 座 登 録 法 」 と い う 。 ） 第 三 条 第 一 項 、 第 四 条 第

一 項 及 び 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 登 録 に 係 る 預 貯 金 口 座 （

以 下 「 公 金 受 取 口 座 」 と い う 。 ） を 利 用 し よ う と す る 者 当

該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 預 貯 金 口 座

と し て 、 公 金 受 取 口 座 を 利 用 す る 旨 

ロ イ に 掲 げ る 者 以 外 の 者 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け

る こ と を 希 望 す る 金 融 機 関 の 名 称 及 び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金

通 帳 の 記 号 番 号 又 は 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と

（ 特 別 遺 族 年 金 の 請 求 ） 

第 六 条 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け よ う と す る 者 （ 次 条 第 一 項 の 規

定 に 該 当 す る 者 を 除 く 。 ） は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 請 求 書

を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 請 求 人 及 び 請 求 人 以 外 の 特 別 遺 族 年 金 を 受 け る こ と が で き る

遺 族 の 氏 名 、 生 年 月 日 、 住 所 、 死 亡 労 働 者 等 と の 関 係 及 び 第 三

条 に 規 定 す る 障 害 の 状 態 の 有 無 

 

 

 

三 ～ 六 （ 略 ） 

七 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け る こ と と な る 場 合 に お い て 当 該 特

別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 金 融 機 関 の 名 称 及

び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金 通 帳 の 記 号 番 号 又 は 当 該 特 別 遺 族 年 金

の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の 営 業 所 若 し く

は 郵 便 局 の 名 称 

  （ 新 設 ） 

 

 

 

 

 

 

 

（ 新 設 ） 

 

 



 

を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の 営 業 所 若 し く は 郵 便 局 の 名 称 

２ （ 略 ） 

３ 第 一 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け

れ ば な ら な い 。 

 一 ・ 二 （ 略 ） 
三 請 求 人 又 は 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 が 死 亡 労 働 者 等 と 婚 姻 の 届 出

を し て い な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ っ た 者 で あ る

と き は 、 そ の 事 実 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労 働 大 臣

が 住 民 基 本 台 帳 法 （ 昭 和 四 十 二 年 法 律 第 八 十 一 号 ） 第 三 十 条 の

九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認

情 報 （ 同 法 第 三 十 条 の 七 第 四 項 に 規 定 す る 機 構 保 存 本 人 確 認 情

報 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、

こ の 限 り で な い 。 ） 

四 請 求 人 及 び 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 （ 死 亡 労 働 者 等 の 死 亡 の 当 時

胎 児 で あ っ た 子 を 除 く 。 ） が 死 亡 労 働 者 等 の 収 入 に よ っ て 生 計

を 維 持 し て い た こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労 働 大

臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一

の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き

る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 ） 

五 （ 略 ） 

六 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 の う ち 、 請 求 人 と 生 計 を 同 じ く し て い る

者 に つ い て は 、 そ の 事 実 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労

働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と

同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が

で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 ） 

 

２ （ 略 ） 

３ 第 一 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け

れ ば な ら な い 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 

三 請 求 人 又 は 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 が 死 亡 労 働 者 等 と 婚 姻 の 届 出

を し て い な い が 事 実 上 婚 姻 関 係 と 同 様 の 事 情 に あ っ た 者 で あ る

と き は 、 そ の 事 実 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 

 

 

 

 

 

四 請 求 人 及 び 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 （ 死 亡 労 働 者 等 の 死 亡 の 当 時

胎 児 で あ っ た 子 を 除 く 。 ） が 死 亡 労 働 者 等 の 収 入 に よ っ て 生 計

を 維 持 し て い た こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 

 

 

 

五 （ 略 ） 

六 第 一 項 第 二 号 の 遺 族 の う ち 、 請 求 人 と 生 計 を 同 じ く し て い る

者 に つ い て は 、 そ の 事 実 を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 

 

 

 

 

第 七 条 法 第 六 十 一 条 第 一 項 後 段 又 は 法 第 六 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に

よ り 準 用 す る 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 五 十 号

。 以 下 「 労 災 保 険 法 」 と い う 。 ） 第 十 六 条 の 五 第 一 項 後 段 の 規 定

に よ り 新 た に 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 と な っ た 者 は 、 そ の 先 順 位

者 が 既 に 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 の 決 定 を 受 け た 後 に 特 別 遺 族 年 金 の

 

第 七 条 法 第 六 十 一 条 第 一 項 後 段 又 は 法 第 六 十 四 条 第 二 項 の 規 定 に

よ り 準 用 す る 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 五 十 号

。 以 下 「 労 災 保 険 法 」 と い う 。 ） 第 十 六 条 の 五 第 一 項 後 段 の 規 定

に よ り 新 た に 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 と な っ た 者 は 、 そ の 先 順 位

者 が 既 に 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 の 決 定 を 受 け た 後 に 特 別 遺 族 年 金 の



 

支 給 を 受 け よ う と す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 請 求 書

を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 請 求 人 の 氏 名 、 生 年 月 日 、 住 所 、 個 人 番 号 及 び 死 亡 労 働 者 等

と の 関 係 
三 （ 略 ） 

四 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け る こ と と な る 場 合 に お い て 、 次 の

イ 及 び ロ に 掲 げ る 者 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 イ 及 び ロ に 定 め る 事 項 

 

 

 

イ 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 預 貯 金

口 座 と し て 、 公 金 受 取 口 座 を 利 用 し よ う と す る 者 当 該 特 別

遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 預 貯 金 口 座 と し て

、 公 金 受 取 口 座 を 利 用 す る 旨 

ロ イ に 掲 げ る 者 以 外 の 者 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け

る こ と を 希 望 す る 金 融 機 関 の 名 称 及 び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金

通 帳 の 記 号 番 号 又 は 当 該 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と

を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の 営 業 所 若 し く は 郵 便 局 の 名 称 

２ 前 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 

三 前 項 第 三 号 の 遺 族 に つ い て は 、 そ の 者 が 請 求 人 と 生 計 を 同 じ

く し て い る こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労 働 大 臣 が

住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内

容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。 ） 

 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 の 定 期 報 告 ） 

第 十 四 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 毎 年 、 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定

す る 日 （ 次 項 に お い て 「 指 定 日 」 と い う 。 ） ま で に 、 次 に 掲 げ る

支 給 を 受 け よ う と す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 請 求 書

を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 請 求 人 の 氏 名 、 生 年 月 日 、 住 所 及 び 死 亡 労 働 者 等 と の 関 係 

 

三 （ 略 ） 

四 特 別 遺 族 年 金 の 支 給 を 受 け る こ と と な る 場 合 に お い て 当 該 特

別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 金 融 機 関 の 名 称 及

び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金 通 帳 の 記 号 番 号 又 は 当 該 特 別 遺 族 年 金

の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の 営 業 所 若 し く

は 郵 便 局 の 名 称 

  （ 新 設 ） 

 

 

 

  （ 新 設 ） 

 

 

 

２ 前 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 

三 前 項 第 三 号 の 遺 族 に つ い て は 、 そ の 者 が 請 求 人 と 生 計 を 同 じ

く し て い る こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 

 

 

 

 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 の 定 期 報 告 ） 

第 十 四 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 毎 年 、 厚 生 労 働 大 臣 が 指 定

す る 日 （ 次 項 に お い て 「 指 定 日 」 と い う 。 ） ま で に 、 次 に 掲 げ る



 

事 項 を 記 載 し た 報 告 書 を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が あ ら か じ め そ の 必

要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き 又 は 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳

法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 報 告 書 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構

保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り

で な い 。 

一 ～ 三 （ 略 ） 

２ 前 項 の 報 告 書 に は 、 指 定 日 前 一 月 以 内 に 作 成 さ れ た 次 に 掲 げ る

書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 前 項 第 二 号 の 遺 族 に つ い て は 、 そ の 者 が 受 給 権 者 と 生 計 を 同

じ く し て い る こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労 働 大 臣

が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の

内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る

と き は 、 こ の 限 り で な い 。 ） 

 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 の 届 出 ）  

第 十 五 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 遅 滞

な く 、 文 書 で 、 そ の 旨 を 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。 

一 受 給 権 者 の 氏 名 、 住 所 若 し く は 個 人 番 号 に 変 更 が あ っ た 場 合

又 は 新 た に 個 人 番 号 の 通 知 を 受 け た 場 合 

二 ・ 三 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 又 は 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に は 、 当 該 文 書 に 、 そ の 事 実

を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定

に よ り 当 該 書 類 そ の 他 の 資 料 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確

認 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

５ （ 略 ） 

 

事 項 を 記 載 し た 報 告 書 を 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 が あ ら か じ め そ の 必

要 が な い と 認 め て 通 知 し た と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

 

 

一 ～ 三 （ 略 ） 

２ 前 項 の 報 告 書 に は 、 指 定 日 前 一 月 以 内 に 作 成 さ れ た 次 に 掲 げ る

書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 

一 （ 略 ） 

二 前 項 第 二 号 の 遺 族 に つ い て は 、 そ の 者 が 受 給 権 者 と 生 計 を 同

じ く し て い る こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 

 

 

 

 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 の 届 出 ）  

第 十 五 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に は 、 遅 滞

な く 、 文 書 で 、 そ の 旨 を 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 届 け 出 な け れ ば

な ら な い 。 

一 受 給 権 者 の 氏 名 及 び 住 所 に 変 更 が あ っ た 場 合 

 

二 ・ 三 （ 略 ） 

２ ・ ３ （ 略 ） 

４ 第 一 項 又 は 前 項 の 届 出 を す る 場 合 に は 、 当 該 文 書 に 、 そ の 事 実

を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ ば な ら な

い 。 

 

 

５ （ 略 ） 

 



 

（ 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 希 望 金 融 機 関 等 の 変 更 の 届 出 ）  

第 十 六 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 そ の 払 渡 し を 受 け る 金 融 機

関 又 は 郵 便 局 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載

し た 届 書 を 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 た

だ し 、 払 渡 し を 受 け る 預 貯 金 口 座 と し て 公 金 受 取 口 座 を 現 に 利 用

す る 者 が 、 口 座 登 録 法 第 四 条 第 一 項 又 は 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ

り 当 該 公 金 受 取 口 座 を 変 更 し た と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

一 ・ 二 （ 略 ） 

三 新 た に 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 金 融 機

関 の 名 称 及 び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金 通 帳 の 記 号 番 号 （ 払 渡 し を

受 け る 預 金 口 座 と し て 公 金 受 取 口 座 を 現 に 利 用 す る 者 が 、 当 該

払 渡 し を 受 け る 預 金 口 座 と し て 当 該 公 金 受 取 口 座 を 利 用 し な い

こ と を 希 望 す る 場 合 （ 口 座 登 録 法 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 当

該 公 金 受 取 口 座 の 登 録 を 抹 消 し た 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 号 に お

い て 同 じ 。 ） に あ っ て は 、 そ の 旨 を 含 む 。 ） 、 新 た に 特 別 遺 族

年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の 営 業 所 若

し く は 郵 便 局 の 名 称 （ 払 渡 し を 受 け る 貯 金 口 座 と し て 公 金 受 取

口 座 を 現 に 利 用 す る 者 が 、 当 該 払 渡 し を 受 け る 貯 金 口 座 と し て

当 該 公 金 受 取 口 座 を 利 用 し な い こ と を 希 望 す る 場 合 に あ っ て は

、 そ の 旨 の 表 示 を 含 む 。 ） 又 は 新 た に 年 金 た る 保 険 給 付 の 払 渡

し を 受 け よ う と す る 預 貯 金 口 座 と し て 公 金 受 取 口 座 を 利 用 す る

こ と を 希 望 す る 旨 及 び 受 給 権 者 の 個 人 番 号 

２ （ 略 ） 

 

（ 未 支 給 の 特 別 遺 族 給 付 金 ） 

第 十 九 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 

一 死 亡 し た 受 給 権 者 の 死 亡 の 事 実 及 び 死 亡 の 年 月 日 を 証 明 す る

こ と が で き る 書 類 （ 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の

九 の 規 定 に よ り 当 該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認

（ 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 希 望 金 融 機 関 等 の 変 更 の 届 出 ）  

第 十 六 条 特 別 遺 族 年 金 の 受 給 権 者 は 、 そ の 払 渡 し を 受 け る 金 融 機

関 又 は 郵 便 局 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載

し た 届 書 を 所 轄 労 働 基 準 監 督 署 長 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

 

 

 

一 ・ 二 （ 略 ） 

三 新 た に 特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 金 融 機

関 の 名 称 及 び 当 該 払 渡 し に 係 る 預 金 通 帳 の 記 号 番 号 又 は 新 た に

特 別 遺 族 年 金 の 払 渡 し を 受 け る こ と を 希 望 す る 郵 便 貯 金 銀 行 の

営 業 所 若 し く は 郵 便 局 の 名 称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ （ 略 ） 

 

 （ 未 支 給 の 特 別 遺 族 給 付 金 ） 
第 十 九 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 請 求 書 に は 、 次 に 掲 げ る 書 類 そ の 他 の 資 料 を 添 え な け れ

ば な ら な い 。 

一 死 亡 労 働 者 等 に 関 し て 市 町 村 長 に 提 出 し た 死 亡 診 断 書 、 死 体

検 案 書 又 は 検 視 調 書 に 記 載 し て あ る 事 項 に つ い て の 戸 籍 法 第 四

十 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 発 行 さ れ る 証 明 書 （ 当 該 証 明 書 を 得



 

情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 ） 

 

二 ・ 三 （ 略 ） 
３ （ 略 ） 

 
（ 所 在 不 明 に よ る 支 給 停 止 の 申 請 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 申 請 書 に は 、 所 在 不 明 者 の 所 在 が 一 年 以 上 明 ら か で な い

こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 た だ

し 、 厚 生 労 働 大 臣 が 住 民 基 本 台 帳 法 第 三 十 条 の 九 の 規 定 に よ り 当

該 書 類 と 同 一 の 内 容 を 含 む 機 構 保 存 本 人 確 認 情 報 の 提 供 を 受 け る

こ と が で き る と き は 、 こ の 限 り で な い 。 

る こ と が で き な い 正 当 な 理 由 が あ る と き は こ れ に 代 わ る 適 当 な

書 類 ） 

二 ・ 三 （ 略 ） 

３ （ 略 ） 

 

（ 所 在 不 明 に よ る 支 給 停 止 の 申 請 ）  

第 二 十 一 条 （ 略 ） 

２ 前 項 の 申 請 書 に は 、 所 在 不 明 者 の 所 在 が 一 年 以 上 明 ら か で な い

こ と を 証 明 す る こ と が で き る 書 類 を 添 え な け れ ば な ら な い 。 

   



 

附 

則 

 
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化

及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附

則
第
一
条
第
十
号
に
掲
げ
る
規
定
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
五
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正

後
の
厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
七
年
四

月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 


